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「事件から続く家族の苦しみ」	
 

 
犯罪被害者遺族	
 

小佐々	
 洌子氏	
 

	
 

	
 皆さまこんにちは。  
	
 ただ今ご紹介いただきまし

た小佐々洌子と申します。ど

うぞよろしくお願いいたしま

す。  
	
 まず、本日いろいろご活躍

なさって、表彰の栄誉をお受

けになった皆さま、たいへん

おめでとうございます。私自

身も、暴力団の事件に絡んで

おりますけれども、おそらく

皆さま、たいへんなご苦労を

なさっているかと思います。  
	
 今年は山口組のことなども

新聞で読みましたし、やはり

皆さま方にこれからもたくさ

ん活躍していただかなければ

いけないかなと思っておりま

す。これからもどうぞよろし

くお願いいたします。  
 
	
 それでは私の経験したこと

をお話しさせていただきます。 
	
 事件から 14 年が過ぎました。
平成 13 年 10 月 31 日です。夫
は市の職員でした。夕方、職

場を退庁したのが 6 時頃だっ
たそうです。その後、まった

く行方が分からなくなってし

まいました。忽然と姿を消し

てしまったわけです。私は帰

ってこない夫に、一晩中、電

話を掛け続けていましたけれ

ども、残念ながら、一度もつ

ながることはありませんでし

た。  
	
 翌朝、連絡を受けまして、

田んぼに行ってみました。自

転車や鞄や書類などは散乱し

ておりましたけれども、夫の

姿はどこにもありませんでし

た。交通事故かと思いました

が、自転車に傷もありません。

道路に血痕なども残っていま

せんでした。  
	
 すぐに警察に連絡いたしま

したけれども、警察の皆さん

でさえ、一市職員に、命にか

かわるような危険な仕事があ

るのだろうかと・・理解して

いただくには時間を要したよ

うな気がいたします。  
	
  
で は 、 ど う し て 夫 が 狙 わ れ

たかと申しますと、事件の約

10 年くらい前からでしょうか。
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市の最高幹部の一人と主犯の

業者は親しい間柄だったそう

です。夫は、以前にも環境対

策部に勤務していたことがあ

ります。環境対策部は下水道

とごみの焼却施設の二つの現

場を持っています。一度目、

夫は環境クリーンセンターと

いうごみ焼却施設の所長でし

た。  
	
 当時から、加害者となる業

者はいろいろと問題が多かっ

たそうです。業者と、最高幹

部の一人との親しい関係を職

員の皆さんはそれなりに知っ

ていたのでしょう。担当職員

が、不当なごみ処理をしてい

るその業者を指導すると、業

者は親しく付き合っていた最

高幹部の一人にすぐ泣きつい

たそうです。それでよく本庁

から一言、「うまくやれ」と電

話が入ってきたそうです。そ

の一言だけでほかは一切言わ

なかったそうです。  
	
 職員は、両者が仲の良い状

態を分かっていましたからあ

まり逆らえなかったのでしょ

う。でも、夫は時々、その最

高幹部の一人に、異を唱えて

いることもあったそうです。

そうすると、当時のクリーン

センター所長は、部長職の役

職だったのですが、人事異動

で職員が 5、6 人だけの納税課
長に異動になりました。  
	
 後で聞きましたら、職員の

皆さんに驚きが走ったそうで

す。この人事異動は、後の刑

事裁判の判決の中で、職員に

対する見せしめ的降格人事と

断言されています。  
 
	
 夫が納税課長として勤務し

ている間に市長選がありまし

た。そこで現職が敗れ、新市

長が当選しました。新市長は

市議会議員を 5 期くらい務め
ていた方で、議長も経験され

た方でした。年度途中の 10 月
1 日に夫は再び環境対策部に

勤務することになりました。  
	
 今度は、クリーンセンター

の所長ではなくて、部全体を

総務的に見る立場でした。そ

の中に廃棄物処理の許認可事

務が含まれていました。  
	
 結局 1 年半、環境対策部か
ら離れていたことになるわけ

ですが、その異動の内示を受

け る 時 に 新 市 長 は 、「 あ そ こ

（環境対策部）は大変なこと

になっている。変えられるの

は小佐々しかいないから頼む
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よ」とおっしゃったそうです。 
	
 そちらにまた赴任してみま

すと、夫の前任者、この前任

者は業者と親しくしていた最

高幹部のブレーンで、職員の

話によりますと業者の事務所

に入り浸りで、飲食も共にし

ていたそうです。  
	
 そんな関係でもあったもの

ですから、よくよく調べてみ

ましたら、違法行為も見逃さ

れ、素通りでごみを焼却させ

る状態だったそうです。結局、

便宜を与えていたわけです。  
	
 ところが新市長になり、強

力な後ろ盾を失いました。業

者は慌てたのかもしれません。

いろいろな意味でうろたえて

いたと、刑事裁判で明らかに

なりました。職員も今までと

違って、その業者に対しては、

違法、不法なごみはストップ

をかけるようになったそうで

す。  
	
 そんなことで業者は、便宜

を受けることができず危機感

を 感 じ た の で し ょ う 。 白 昼

堂々、夫のいた事務所に、「俺

のごみ、今まで大丈夫だった

のにどうして止めるんだ」と、

怒鳴ってきたことも何度かあ

るそうです。  

	
 当時の助役のお宅まで行っ

て、「職員が厳しくなったのは、

あんたがやらせているのか」

と、やはり怒鳴り込んだそう

です。たまたま助役のお宅が

新築中だったので、それに合

わせて総桐の箪笥をお祝いと

して届けたこともあるそうで

す。ただ、助役は受け取らず

に、そのまま返したというこ

とですから、きちんとした対

応をなさってくださったと安

心した部分もあります。  
	
 市議会議長の部屋まで行き、

「 俺 の ご み を 何 と か し て く

れ」とも。でも、議長は断っ

たそうです。  
 
	
 夫ははっきりものを言う性

格です。いつもそうでした。

曲がったことが大嫌いでした。

筋を通します。あまり融通を

きかせることもなく物足りな

く感じた人もいるでしょう。

けれども、非常に一生懸命に

仕事を重ねていた。それだけ

はよく分かりました。  
	
 業者に対しては強い態度を

とっていたかもしれませんが、

自宅に帰って私に弱音を吐く

ことが時々ありました。「今日

は怒鳴られたよ」「怖い思いを
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した」。家族だったから話した

のかもしれません。そんなこ

とも考えてみますと、夫がい

なくなった原因、やはり夫自

身に失踪するような心当たり

はまったくありませんでした

ので、仕事の上で、事件に巻

き込まれたのではないか。私

はずっとそう感じていました。 
	
 市役所の対応はといいます

と、「トラブルはなかった。心

当たりはない」。警察に対して

も非協力的な態度をずっと続

けていたようです。おまけに、

かん口令が出たかのように、

誰も話をしてくれる職員がい

なくなってしまったそうです。

逆に、誰も話をしてくれない

ということで、捜査員の皆さ

んは、これはもしかしたら何

かあるのではないかと感じ取

ってはいたようです。捜査員

の方々がイライラしている様

子が手に取るように分かりま

した。  
 
	
 一方で、市役所と業者の癒

着問題があったので、警察は

ひそかに汚職捜査も行ってい

たようです。それを市役所は

察して、業者との癒着問題が

表面化しないよう、市役所を

全力で守っている。そのよう

に考え取れる行動が目立ちま

した。  
	
 事務連絡に訪ねてくる職員

二人以外、私のところに訪ね

てくださる方はまったくあり

ませんでした。電話も一切い

ただきませんでした。だから

こそ私自身も、これは何か変

だと思うこともたくさんあり

ました。やはり夫は市役所に

見捨てられてしまったのでは

ないかとついつい考えてしま

い、孤独と孤立を味わったい

ちばん辛い時期でもありまし

た。  
 
	
 事件以来、私達家族はどの

ようにして過ごしていたか。

娘と息子は大学を卒業して、

社会人として働いていました。

普段は、私一人が家にいて、

家の中は非常に静まり返って

いますが、県道沿いに面した

我が家は観光スポットのよう

でした。  
	
 家の中にいていろいろな声

が聞こえてくるんです。「ここ

よ、ここよ。ここが小佐々さ

んの家よ」。少しでも私の顔が

見えたりすると、「あー、いた

いた」。私と目が合うと、その
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方はすっとどこかに走り去っ

てしまうのです。いつも「あ、

いたいた」「あ、ここよ、ここ

よ」そんな声を家の中で聞き

ながら、その人たちが静かに

なってどこかへ行ってしまう

のを、家の中でずっと耐えて

いました。  
	
 見世物のような状態が続い

ていたものですから、買い物

にも出られませんでした。イ

ヌを飼っていましたが、イヌ

の散歩さえもなかなかできま

せんでした。人に会うのが嫌

で、怖い思いも重なり、なか

なか外に出ることができず、

結局 4 年間必要以外は家の中
に引きこもる生活をし続けて

しまいました。  
	
 でも、休みになりますと話

は別です。私たち家族は夫を

探し続けていました。息子は

休みの度に、日光の山々、足

尾の山々、宇都宮市の郊外を

流れる鬼怒川の河川敷を必死

になって朝から晩まで探して

いました。私と娘と飼ってい

たイヌは東北自動車道ののり

面をずっと探していました。

夫が投げ捨てられているので

はないかと思ったわけです。  
	
 そのほか、夫の職場の隣の

黒川の河川敷をずっと県境ま

で探し続けました。でも、残

念ながら何の手掛かりもつか

むことはできませんでした。  
	
 そんなことをしていて、私

たち家族は疲労困憊だったの

ではないかと思います。まず、

私が倒れました。左手にまっ

たく力が入らなくなって、 10
円玉も持てませんでした。脳

疾患でした。お医者さんに即

入院と言われましたが、夫を

探している最中でしたので、

入院することはできないと思

い、「家に帰してください」と

先生の前で泣きわめきました。

「命の保証はないよ」先生に

そうまで言われました。  
	
 その時、婦長さんがお見え

になって、「小佐々さん、これ

はね、神さまがあなたに与え

てくれた特別休暇よ。大切に

しましょうね」。とおっしゃい

ました。それで入院する決心

をしたのですが、病院はとて

も良い所でした。私にとって

心身ともに安らぎをいただけ

る場所でありました。  
	
 逆に、退院してまた元の生

活に戻るのが非常に怖くなり

ました。娘も息子もうつ状態

のような感じになっていきま
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した。娘は顔半分が痙攣して、

お医者さんに通い続けていま

した。精神的にも相当なダメ

ージを受けて、気持ちの浮き

沈みが多くなっていました。  
	
 息子も忙しく仕事をしてい

ましたが、思う様に夕食が食

べられませんでした。精神的

なものです。朝も起きられな

いのです。私が起こしに行っ

てやっと起きて、お茶かコー

ヒーを飲んで、また出勤して

いました。そんな状態できち

んとした仕事ができるとは私

も思いませんでした。結局、

仕事でミスをして、上司や同

僚にものすごく責められたそ

うです。被害者の置かれてい

る心身の状態がどんなものか

まったく理解していただけな

い会社でした。結局、息子は

その仕事を失いました。  
 
	
 そんなことをしていて、1 年
3 カ月たった時です。地元の警
察署の署長さんがお見えにな

って、夫が殺害されている。

加害者を逮捕したという知ら

せをいただきました。その知

らせをいただいた平成 15 年 2
月 6 日という日が、夫が生き
ていればちょうど 59 歳の誕生

日でした。  
	
 私達家族にとって、こんな

辛く悲しいことはなかったで

す。警察の皆さんにも、あま

りに辛くて泣きわめいたこと

もありました。そこにまた輪

をかけるように、夫の殺害を

依頼した主犯の業者が行方を

くらまし、自殺体で発見され

たという知らせをいただきま

した。これもまた非常に辛い

です。何としてでも法廷に立

たせたかった。それができな

い悔しさ。今でも、本当に悔

しい思いだけが残っています。 
	
 主犯は地元の廃棄物運搬業

者でしたが、夫を殺害した人

間がいます。埼玉県の元暴力

団関係者 3 名です。リーダー
格は、前科 14、15 犯だったと
思います。覚醒剤とかその他

のいろいろなことで、刑務所

と社会を出たり入ったりの人

生です。その両者を仲介する

者が一人いました。主犯の業

者の下請けをしていた埼玉県

の人間です。  
	
 結局、主犯が死亡してしま

いましたから、宇都宮地検か

らいただいた書類は、逮捕・

監禁、営利略取、殺人、死体

遺棄事件は被疑者死亡により
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不起訴とするというものでし

た。こんなものは決していた

だきたくありませんでした。  
	
 どのように犯行が行われた

か。何度か埼玉県から私の住

んでいる鹿沼市まで下見に来

て、準備も結構やっていたよ

うです。夫の事務所の 2 階ま
で行って、タイムカードの確

認をしていたことも分かりま

した。この場所に夫がきちん

と勤務していることを調べた

かったのかもしれません。夫

の自転車を何度か付け狙って

いたこともあるようです。我

が家の確認にも来ていたそう

です。私の車がどんな車か、

どんな色か、家の表札がどん

なものか、きちんと把握して

いたようです。  
	
 そして当日、職場から 200
ｍか 300ｍしか離れていない
道路上で拉致し、そのまま車

に乗せて、埼玉県の実行犯の

一人の事務所まで連れて行っ

たそうです。  
	
 そこで降ろされて、目隠し

をされ、ガムテープで体をぐ

るぐる巻きにされ、今度は別

の車に乗せられて、国道 17 号
線を通って群馬県内の山中ま

で連れて行かれたそうです。  

	
 山の中を連れ回され、拉致

されてから 9 時間くらいたっ
た時、車から降ろされ座らさ

れた。3 人の実行犯の一人がひ
もを持っていて、そのひもを

夫の首に二重に巻き、二人が

同時に引っ張ったそうです。  
	
 刑事裁判の時に、実行犯の

一人が「ひもを引っ張った時、

小佐々さんの首がカクンと落

ちた」。そんな言い方をしまし

た。おそらく、それで命は駄

目だったのではないかと思っ

ています。  
	
 実行犯のリーダーが、拳銃

を持っていて、とどめはその

拳銃一発だそうです。しかも、

暗闇の中、崖下に落とされた

ため、残念ながらまだ遺体は

見つかっていません。車や拳

銃などは処分されていました。 
	
 刑事裁判を維持できるのか

どうか本当に不安でした。で

も、おかげさまで何とか起訴

でき、裁判は続けることがで

きました。  
	
 暴力団の怖さですけれども、

実行犯は 500 万円で殺害を請
け負ったそうです。でも、と

んでもない人間達ですから、

いい金づるを見つけたと思っ

たのでしょう。主犯の人間と
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仲介した人間は何度も何度も

お金をむしり取られ、結局、

1500 万以上のお金が 3 人の手
に渡ったそうです。  
	
 仲介した人間は、裁判の時

に、「逮捕されてホッとした」。

と言いました。もうこれ以上、

金の工面をしないで済むから。

本音だったのでしょう。  
	
 実行犯の一人は、受け取っ

た分け前を奥さんに生活費と

して渡していたそうです。ま

た、孫の小遣いにも渡したと

言っています。人を殺めた、

そういうお金ですよ。孫の小

遣い。もしかして後でそのお

孫さんが知ったら、どんな思

いをするのか。少し心配にな

りました。あとは、ギャンブ

ルでなくなったそうです。  
	
 結局、加害者が 5 人いまし
たけれども、主犯が亡くなっ

ていますので、そのほかの人

間の刑は無期懲役、懲役 18 年、
17 年、14 年で確定いたしまし
た。  
 
	
 皆さんから地元の皆さまに

伝えていただきたいことは、

刑事裁判の判決文の中で、夫

は「孤立無援の中で孤軍奮闘

して仕事をしていた公務員の

鑑です」と言われましたが、

こんな不当要求をするような

業者を一人で任されてしまっ

た、こんなことが二度と繰り

返されてはいけないというこ

とです。  
	
 どう対応するか。それは皆

さま方のほうが専門家ですか

らご存じでしょう。一度、歪

められた行政を元に戻そうと

すると、とんでもない犠牲が

生じるわけです。  
	
 ある職員は、刑事裁判の中

で、「大声で怒鳴り飛ばしてい

たが、まさかこんなことにな

るとは」と、証言しています。

夫も、もしかしたら少し危機

感がなかったのかもしれませ

ん。二度とこんなことが起き

てはいけません。  
	
 どうぞ、地元にお帰りにな

って、この事をきちんと皆さ

まにお伝えいただければと思

います。  
	
 夫の事件では 5 人が亡くな
っています。夫が亡くなりま

した。主犯の業者が自殺して

います。実行犯、殺害を実行

した二人が刑務所内で病気で

亡くなっています。一人は収

監されてすぐ亡くなりました。

もう一人は、昨年 12 月、やは
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り刑務所内で病気で亡くなっ

ています。それに夫の前任者、

業者と飲食を共にしていたと

いう職員ですが、夫が殺害さ

れて逮捕者が出たと発表にな

ったその 5 日後に、市役所の 5
階の屋上から飛び降り自殺を

しています。  
	
 早い段階から市役所が捜査

に協力してくださっていれば

救えた命もあったはずです。

どんな命でも決して無駄にす

るようなことがあってはいけ

ないと思います。重要な人物

が次々と亡くなってしまった

わけですから、事件の全容解

明も程遠いものになってしま

いましたし、夫の遺棄場所は

今でも特定できていません。

こんな状態で、私達家族は今

も苦しんでいるわけです。  
 
	
 ところが、また同じような

ことが起こりました。平成 19
年に明るみになったことです。 
	
 市の公共事業の入札があり

ました。落札したのが市の商

工会議所の会頭が社長をして

いる会社で、そこに暴力団組

長の会社が下請けに入れずト

ラブルになっていたそうです。

市役所の建設部にもクレーム

を付けていたそうです。当時、

栃木県では、まだ暴力団の排

除条例がありませんでした。  
	
 そこで、当時の市長、市議

会議長、元県議会議長、当の

商工会議所会頭、そうそうた

るメンバーがクレーマーの組

長と密会をしたそうです。そ

の密会の場所は当時の国会議

員の事務所でした。  
	
 そこで市長は、不手際があ

ったと言って、組長に謝罪を

したそうです。そして、何か

あったら直接私に電話してく

ださいと、組長に携帯電話の

番号を教えました。当時の副

市長もこの密会を知っていま

したが、止めることはなかっ

たそうです。  
	
 このことが明るみになって

の 市 長 の 弁 解 は 、「 二 度 と 小

佐々のようなことが起きない

ように、私が出向いて丸く収

めた。なぜ悪い？」そんなニ

ュアンスの言い方だったそう

です。夫の犠牲は一体なんだ

ったのでしょうか。まったく

学習していない。本当に愕然

としました。悔しかったです。 
	
 でも、市民の皆さんはきち

んと判断してくださいました。

この市長は、その数カ月後に
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あった市長選に敗れています。 
	
 市民の皆さんがおっしゃい

ます。「やはりね、小佐々さん

のことはきつかったからね。

同じようなことが起きても、

きちんと処理できないんだも

の。仕方ないよね」。そういう

方がたくさん投票したのかも

しれません。  
	
 私自身にも、また悔しいこ

とが起きてしまいました。夫

が勤めていた環境対策部、そ

の環境クリーンセンターで、

わずか 1 カ月ちょっと前、職
員の一人が逮捕されました。

入札価格を業者に教えていた

そうです。逮捕されて、業者

側も職員もどちらも容疑は認

めたそうですが、結局不起訴

になってしまいました。  
	
 この報道を見た時、非常に

ショックでした。夫の事件の

きっかけは市の職員と業者と

のほんのわずかななれ合い体

質。食事を共にするようなち

ょっとした親しい関係を続け

たからこそ、どんどん癒着と

いう状態につながっていって、

業者側に便宜を与えるような

ことになったわけです。業者

側と職員の間に大きな癒着の

状態が長年続いていたことが

原因でして、それを何とかし

ようと思って、元に戻そうと

思った夫が犠牲になってしま

ったのに、また同じようなこ

とが起きてしまった。  
	
 最初はほんのわずかな 1 ミ
リの穴だとしても、業者はつ

け上がるかもしれません。ま

た同じような体質が続いてし

まう前に、逮捕されてよかっ

たと思っていますけれども、

職員の皆さんもこのことに関

しては非常にショックだった

と思います。皆さん愕然とし

たと聞いております。こんな

ことが続いているような自治

体では、残念ながらどうしよ

うもないのではないか。私は

そう思っています。  
	
 このことも考慮して、自治

体の職員の皆さま方にも研修

を何度も何度も重ねていただ

きたいと思います。絵に描い

た餅には決してしてほしくな

いと思います。魂を入れて、

本腰で仕事に専念していただ

ければと思っておりますので、

皆さま方もどうぞお力添えを

お願いします。  
	
 安全な、そして安心な社会

のためによろしくお願いしま

す。安全で安心な住みよい社
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会。私たち一人一人、誰もが

考えなければいけない問題で

あると思いますが、やはり、

一般の人たちは暴力団絡みに

なりますと、非常に怖いと感

じることがあると思います。

だからこそ、専門家である皆

さま方の力が必要です。  
	
 市民の皆さんと専門家の皆

さま方が一緒になって反社会

的勢力は絶対要らない。この

声を上げ続けていかないと、

安心して私たちが暮らせる社

会にはならないと思います。

このことをぜひ考えていただ

いて、皆さま方にはこれから

もご尽力いただきたいと思い

ます。  
	
  
最 後 に 、 犯 罪 被 害 者 と し て

私が考えておりますことを、

少しだけお話しさせていただ

きます。  
	
 夫が事件に遭った時は 57 歳
でした。犯人が逮捕されたと

聞いた時に生きていれば、 59
歳になっておりましたから、

定年が本当に間近でした。そ

れまで夫は仕事も一生懸命や

っていましたけれども、地域

でのいろいろなことも一生懸

命やっていました。  

	
 運動も大好きな人でしたか

ら、スキー部に入ってスキー

もやっていました。サイクリ

ングもしていました。また、

若い時バレーボールをやって

いたものですから、地元の小

学校のスポーツ少年団のバレ

ーボール部の監督を長年ずっ

と続けていました。そんなこ

とですから家にいる時間は短

く、土日などは、バレーボー

ルのお子さん達の練習試合や

大会とかで家を空けることが

非常に多かったです。  
	
 でも、当時 57 歳という年齢
だったので、定年後は私と一

緒にいろいろやりたい、「ああ

しような、こうもしような」

と、よく食事の時に口にして

いました。でも、家を留守に

することが多かったですから、

「当てにしないで待ってるわ

よ」。それがいつもの私の答え

でした。  
	
 本当に当てにすることがで

きなくなってしまったわけで

す。もっともっと生きたかっ

たと思います。実際、生きら

れたわけです。  
	
 私たち家族は犯罪被害者と

呼ばれる立場になってしまい

ました。被害者遺族とも言わ
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れたりもします。でもこの犯

罪被害者という言葉は欲しく

はありませんでした。一生背

負って生きていかなければな

りません。事件以降、あまり

にも大変なことをたくさん経

験してきました。本当に辛い

ことばかりの連続です。夫だ

ってもっともっと生きたかっ

たわけです。  
	
 このことを考えていただき

ますと、被害に遭った人たち

が皆さまの周りにもいらっし

ゃるかもしれません。そうい

う方々を決して孤立させては

いけないと思います。もし孤

立させるようなことがありま

したら、なかなか被害回復に

はつながりませんし、人間不

信が増幅して、家族がばらば

らになるような事になるわけ

です。  
	
 だからこそ、もし皆さま方

の周りに犯罪被害者がいらっ

しゃる時は、温かい眼差しを

もって、ほんの一言でいいの

です、声を掛けてください。

ご自分が一人でないというこ

とが分かった被害者は、少し

ずつ力を出して生きていこう

という気持ちになっていきま

す。ぜひ、お願いしたいと思

います。  
	
 もう一つお願いしたい事は、

誰にでもできる被害者支援で

す。それは、私たち一人一人

が加害者にならないことです。

そうすれば、被害者と呼ばれ

る人たちを減らすことができ

ます。被害者が一人減り、二

人減りという状況になってい

くのではないでしょうか。犯

罪被害者として、一生、理不

尽な思いをして生きていかな

ければならない方々を増やし

てはいけないと思います。  
 
	
 間もなく 12 月を迎えます。
夫は群馬県内の山中で眠って

いますが、残念ながら場所の

特定ができていませんので、

どこに眠っているかは分かり

ません。年に 4、 5 回、私は夫
に会いに群馬県山中を 2 時間
くらい歩くことがあります。

でも私には霊感がないもので

すから、山中を歩いていても

まだ助け出してあげることが

できません。非常に辛いです。 
	
 寒くなりますと、私は温か

い布団の中で湯たんぽを入れ

て寝ています。しかし夫は、

栃木県よりもちょっと雪深い、

群馬県の山中の冷たいところ
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に眠っていますから、私はい

つも謝りながら眠っています。

それがずっと続いています。  
	
 理不尽に命を奪われること、

人の手によって人生の幕引き

をされてしまうこと、こんな

辛いことはありません。だか

らこそ、私たち家族のような

悲しい思いをする人たちをこ

れ以上増やしたくないと思っ

ています。どうぞ、皆さま方

もぜひこのことを忘れないで

いただきたいと思います。  
	
 もう 14 年過ぎてしまいまし
たけれども、私は夫をわが家

に連れて帰ることを諦めるつ

もりはありません。何として

でも、わが家に連れ帰りたい。

この手に抱きしめてやりたい。

31 年間連れ添った、私にでき
る最後の役目かと思います。  
	
 皆さま方も、どうぞ一日も

早くわが家に帰れることを願

っていただければ幸いです。  
	
 本日はまとまりのない話を

させていただきました。ご清

聴たいへんありがとうござい

ます。このへんで失礼させて

いただきます。ありがとうご

ざいました。  


